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This study investigated a system using MediaPipe Hands to 

extract 3D hand landmarks and recognize Japanese finger 

spelling in real time. The extracted features were 

preprocessed using a CNN and analyzed over time using an 

LSTM to attempt recognition of the 50 phonetic signs. 

 

1. まえがき 

令和 4年（2022年）の統計によれば，日本での聴覚

障害者は約 37.9 万人である[1]．聴覚障害者は会話に手

話や指文字を用いるため，健常者との円滑なコミュニ

ケーションには手話通訳が不可欠であるが，令和 6 年

（2024年）時点で通訳者は 4,198人に留まっている[2]．

電話での対応は特に困難であり，既存の電話リレーサ

ービスは仲介者を介して会話を補助するが，費用や仲

介者の負担，利用のしにくさが課題となっている． 

この問題解決に向けて，指骨格検出モデルを応用し

た手話の自動認識研究が進められている．指骨格検出

モデルとして代表的なMediaPipe Handsは，画像から手

を検出し，手のひらと 21か所の 3次元ランドマークを

リアルタイムに推定できる仕組みを持つ[3]．日本語手

話認識システムに関する 2024 年の Shin らの研究は，

静止画像を入力とし，MediaPice Hands と CNN を組み

合わせて SVMにより判別を実現した．しかし，時系列

処理を含むリアルタイム対応は未解決の課題である[4]． 

本研究では，MediaPipe Hands と LSTM(Long short-

term memory)を組み合わせたリアルタイム指文字・手

話認識システムを検討した． 

2. 提案手法 

本研究では，自身で撮影した 50音それぞれの指文字

動画（各音 10本，合計 460本）を用い，MediaPipe Hands

により各動画フレームから手の 3 次元ランドマークを

抽出した．具体的には，片手 21点のランドマークを取

得し，手首位置を原点とした相対座標（63次元）およ

び手の表裏（1次元）の計 64次元を特徴量とした．こ

れらの時系列データを固定長 T=50 の線形補間によっ

てリサンプリングし，動画毎に CSV 形式で保存した．

ここで，訓練データを強化するため，各動画から複数

のデータ拡張サンプルを生成した． 

さらに相対座標を窓サイズ 7 で平滑化したうえで関

節毎に 3 次元での速度，加速度をそれぞれ求めて 9 次

元の関節特徴量を作成した．これを時間軸・関節軸・

関節特徴量のテンソルとして 2層の 2D-CNNに入力し，

時間と関節空間上の局所的特徴を抽出した後，その出

力を時刻方向系列として LSTMに入力し，分類結果を

出力する構成にした． 

3. 研究結果 

本研究では，まず「あ・い・う・え・お」の 5 音に

限定した縮小実験を行い，次に 50音すべてを対象とす

る分類モデルへ拡張して比較検証を行った．データは，

各音 8対2の割合で学習とテストにランダム分割した． 

5 音モデルではテストデータに対する分類精度 0.98

と高い精度を示した．リアルタイム検証において「あ」

「い」「う」では高い認識率が得られたが，「え」「お」

では誤認識が多く，汎化性能の低さが確認された．50

音モデルへ移行したところ，テストデータに対する分

類精度は同様に 0.98と高かったものの，リアルタイム

検証での認識率は低下し，5 音実験で比較的安定して

いた「あ」「い」「う」においても誤認識が増加した．  

4. まとめ 

本研究では，MediaPipe Handsによる手の 3次元ラン

ドマークと LSTM による時系列モデルを組み合わせ，

日本語指文字（50 音）のリアルタイム認識を試みた． 

構築したデータセットに対しては高い分類精度が得

られたものの，実際のリアルタイム環境下では認識率

が十分に確保できず，汎化性能に課題が残った． 

今後は過学習抑制やモデル構造改善により，実用的

なリアルタイム手話・指文字翻訳システムへの応用を

目指す． 
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